
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月末から２月にかけてひな祭り茶会が礼法室で行われます。 

伝統のお雛様を見ながら茶華道部が点ててくれたお茶をいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この雛人形は昭和３年から５年にかけて高女六期から八期までの卒業生から卒業記念品として寄贈されました。

しかし、五人囃子が欠けていたため昭和６０年にかつら会より寄贈され、現在の豪華な七段の雛人形となりまし

た。 

京都の老舗「丸平 大木人形店」

の宮内庁御用達人形師の六代目

当主・平蔵氏が作った由緒ある雛

人形です。 


